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　　　　　　市の人口

　　　　（昭和62年10月１日現在）

世帯数　55,222世帯（前月比105世帯増）

人　口　171,343人（前月比308人増）

　　男　84,926人

　　女　86,417人

瓦塚古墳(五ｹ庄)

府内初の礫槨構造

東
日
本
と
の
交
流
示
す
？

　市教育委員会では、8月中旬から瓦塚古墳（五ヶ庄

瓦塚）の発掘調査を行つていましたが、この程、同

古墳が５世紀末に宇治川東岸を支配した豪族の墓で

あることが判明。また、その埋葬形態も、大小の石

で木棺を覆う磯槨（れきかく）構造であることが分

かりました。-この埋葬法は東日本に多く、府下では

初めての発見です。市教育委員会では、同古墳は古

代宇治の東日本との交流を推測させる画期的なもの

としています。今回の調査で、郷土の歴史が一層解

明されるものと期待されます。

　
宇
治
川
東
岸

　
　
　
　
支
配
者
の
墓

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
八
月
中

旬
か
ら
、
土
地
所
有
者
や
地
元
の

協
力
を
得
て
、
瓦
塚
古
墳
の
発
掘

調
査
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
瓦
塚
古
墳
が
市
内
の

古
墳
の
中
で
も
、
比
較
的
よ
く
原

形
を
と
芦
沁
て
い
る
も
の
の
、
近

年
雨
な
ど
で
土
が
流
出
し
、
少
し

ず
つ
変
形
し
て
来
た
た
め
で
す
。

　
調
査
の
結
果
、
古
墳
の
全
形
は

土
を
円
ぐ
盛
び
上
げ
た
円
墳
（
え

ん
ぷ
ん
）
と
呼
ぼ
れ
る
も
の
で
、

直
径
が
三
十
三
Ｍ
か
ら
三
十
五
μ

高
さ
が
約
Ξ
μ
。
こ
れ
は
、
五
ヶ

庄
二
子
塚
、
広
野
町
庵
寺
山
、
宇
治

二
子
山
（
二
基
）
に
次
い
で
、
市
内

で
五
番
目
に
大
き
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
同
古
墳
は
形
が
崩
れ
な

い
ぷ
つ
に
二
段
に
分
け
て
土
夕
混
一

ぴ
上
げ
（
二
段
築
成
）
、
斜
面
に
は

葺
石
（
ふ
き
い
し
）
を
は
り
つ
め
、

頂
上
や
途
中
の
段
に
筒
型
の
埴
輪

（
は
に
わ
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
埋
葬
部
分
は
、
中
心
部
の
上
下

二
個
所
。
下
段
部
分
の
方
が
古
く
、

高
さ
、
幅
共
約
五
十
ぢ
、
長
さ
四
だ

の
木
棺
客
蚕
の
河
原
石
で
覆
う
、

喫
槨
と
呼
ぼ
れ
る
埋
葬
法
で
、
真

上
の
部
分
は
木
棺
を
直
接
土
中
に

埋
め
た
も
の
で
し
た
。

　
木
棺
そ
の
も
の
は
、
二
つ
共
、
既

に
朽
ち
果
て
て
無
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
木
棺
に
塗
ら
れ
て
い
た

赤
い
顔
料
が
残
っ
て
い
た
た
め
、

そ
の
範
囲
が
よ
く
分
か
っ
た
訳

で
す
。

　
副
葬
品
は
、
盗
掘
の
被
害
を
受

け
て
い
た
も
の
の
、
首
飾
り
に
使

ラ
色
と
り
ど
り
の
ガ
ラ
ス
玉
や
馬

具
、
輸
入
品
と
考

え
ら
れ
る
金
細
工

の
金
具
な
ど
が
出

土
。
こ
の
よ
シ
な

遺
物
か
ら
、
瓦
塚

古
墳
が
約
千
五
百

年
前
（
五
世
紀
末
）

に
造
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
更
に
か

つ
て
は
大
変
貴
重

な
副
葬
品
が
あ
っ

た
β
し
い
こ
と
か

ら
、
当
時
の
字
治

古墳中央部の断面図

▲出土した玉類、丸いものはガ

　ラス、長いものは碧(へき)玉

川
東
岸
か
支
配
し
た
豪
族
の
墓
で

あ
る
と
考
汽
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
瓦
塚
古
墳

の
全
容
が
明
ら
石
に
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
哩
槨
構
造
の
埋
葬
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
宇
治
と
東

日
本
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
、

新
し
い
視
点
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
調
査
結
果
は
、
順
次
展
示

・
公
開
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

木棺　Ａ木棺を覆う殲槨（れきかく）　｜

…………………..…………………………|

　
　
「
体
育
の
日
」
の
十
月
十
日
、

府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
（
太

陽
が
丘
）
で
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
が
開
催
。

　
午
前
十
時
、
宇
治
・
横
島
・
伊

第6回市民ｽﾎﾟｰﾂまつり

太陽が丘へ7,000人

10月10日(祝)

勢
田
・
南
部
小
学
校
の
牛
徒
（
二

百
五
十
一
人
）
ら
で
構
成
す
る

国
体
金
管
バ
ン
ド
隊
が
、
ド
リ

ル
演
奏
で
開
会
に
華
を
添
え
た

後
、
参
加
者
全
員
で
準
備
体
操
。

　
引
き
続
き
、
陸
上
競
技
場
を

中
心
に
各
会
場
で
、
親
子
連
れ

ら
が
思
い
思
い
に
、
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
か
薬
し

み
、
さ
わ
や
か

な
汗
奎
飢
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
快

晴
に
恵
次
れ
、

約
ぢ
丁
ハ
の
老

・
親
子
健
康
体
操
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

河
原
青
少
年
セ
ン
タ
ー

今
年
で
六
回
目

を
数
え
る
市
民

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ

り
。
恒
例
行
事

と
し
て
、
す
っ

か
り
市
民
の
間

に
定
着
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

1
0
月
1
1
日
に
オ
ー

プ
ン

　
十
月
十
一
日
面
、
宇
治
市
河

原
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
。
午
前
十
時
、
市
関
係
者
や

市
議
会
議
長
、
児
童
ら
が
テ
ー

プ
カ
″
ト
を
し
た
後
、
地
元
の

青
少
年
代
表
が
「
学
習
や
遊
び

に
、
楽
に
こ
活
用
し
た
い
で
す
』

と
あ
い
さ
つ
。
音
楽
会
な
ど
の

記
念
行
事
夕
薬
し
み
、
開
館
を

祝
い
ま
し
た
。

　
河
原
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、

同
和
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て

▲地元の青少年たちとのテープカット

設
置
会
ハ
た
、
青
少
年
の
た
め

の
複
合
施
設
（
教
育
集
会
所
・
児

童
セ
ン
タ
ー
）
。
同
和
地
区
青
少

年
の
教
育
・
文
化
の
向
上
、
健

全
育
成
を
目
的
と
し
て
、
学
習
・

文
;
ａ
ｓ
動
の
場
、
ま
た
、
体
育
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
そ

し
て
健
全
な
遊
び
の
場
と
し
て

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
二
階
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
は
五
百
四
十
三
平
方
μ
。

一
階
に
は
学
習
室
、
図
書
室
、
遊

戯
室
、
二
階
に
は
も
う
一
つ
の

学
習
室
や
集
会
室
、
ホ
ー
ル
が

配
屠
百
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
’
‐
‐
で
は
、
学
習
・
ス
ポ

ー
ツ
の
講
座
や
教
室
、
ま
た
自

主
学
習
や
遊
び
場
の
提
供
と
指

導
、
各
種
相
談
な
ど
が
行
わ
れ

る
予
尼
で
す
。
市
で
は
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た

め
、
今
後
共
、
同
和
行
政
の
推

進
に
努
め
る
考
え
で
す
。
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10月26日から

文
化
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
多
彩
な
催
し

　
秋
の
市
民
文
化
祭
が
十
月
二
十

六
日
㈲
か
ら
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
未
了
。

　
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
と
共
に
、
発
表
や
鑑
賞

を
通
じ
て
市
民
相
互
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
は
じ
め
ら
れ
た

市
民
文
化
祭
を
、
今
年
で
三
十
五

回
目
に
。
発
表
・
展
示
の
部
共
、

一
層
充
実
し
て
来
ま
し
た
。

　
ご
家
族
連
れ
で
、
友
人
同
士
で
、

近
鉄
大
久
保
駅
高
架
下

文
化
の
秋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お
り
。

▽
と
こ
ろ
・
：
○
発
表
の
部
⊥
又
化

　
会
館
、
○
展
示
の
部
＝
中
央
公

　
民
館
。

▽
主
催
・
：
宇
治
市
民
文
化
祭
実
行

　
委
員
会
・
市
教
育
委
員
会
・
剛

　
宏
吊
文
化
セ
ン
タ
ー
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
社
会
教
育
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

文化センターで）▲力作がいっぱい(昨年ii月２日、

仮
通
路
を
設
置

ド

発表の部の日程表

＞ぐ 大ホール 小ホール

11
月
１
日
川

午前の部io時～正午＼
、開会式

　民　謡
　吟　詠

午後の部
１時～4時

舞　踊 吟　詠

11

月
３

日

(祝)

午前の部
９時～正午＼ 謡　曲

午後の部１時-5時
合　唱
合　奏

三　曲

Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
－
―
―
－
―
ｌ
ａ
－
―

－
－
－
―
―
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
１
１
－
―
―
―
―
―
―
－
１
１
１

お
知
ら
せ

　
「
宇
治
の
建
造
物
」

　
有
償
で
頒
布

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
国

指
定
嬰
迫
物
三
十
一
棟
を
解
説
し

た
「
宇
治
の
建
造
物
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
▼
頒
布
価
格
・
・
・
一
冊
五
百
円
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
社
会

教
育
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
4
5
・
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
郵
送
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
現
金
書
留
で
。
郵
送

料
二
百
円
か
別
穆
套
。

　
な
お
、
次
の
冊
子
も
頒
布
し
て

い
ま
す
。

　
▽
「
宇
治
の
文
化
財
」
＝
二
百
円
、

　
近
鉄
京
都
線
大
久
保
駅
付
近

高
架
化
工
事
が
、
こ
の
程
ほ
ぽ

完
成
。
既
に
、
下
り
線
は
十
月

十
五
日
か
ら
供
用
開
始
。
上
り

線
は
、
明
日
二
十
二
日
の
始
発

か
寂
用
さ
れ
る
と
共
に
、
九

時
半
か
ら
駅
構
内
で
開
通
式
が

只
琴
手
。

　
こ
の
事
業
は
、
近
鉄
大
久
保

駅
周
辺
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
進
め
て
来
た
も
の
で
、
来
年

の
京
都
国
体
ま
で
に
は
、
大
久

保
駅
西
側
の
高
架
沿
い
に
大
久

保
停
車
場
線
（
約
三
百
四
十
μ
）

な
と
が
完
成
。
そ
れ
ま
で
は
、

高
架
下
に
仮
通
路
を
北
側
と
南

側
に
設
置
。
利
用
者
の
便
を
図

り
ま
す
。

　
　
　
　
（
特
別
事
業
対
策
室
）

自

自

自

自

自

自

１

１

自

自

―

－

自

自

自

自

自

自

１

－

自

自

１

１

　展示の部の日程表

(午前10時～午後４時)

生花・水石
盆栽・手工芸

11月１日(日)～3日(祝)

茶　　　席
(抹茶・煎茶)

n月１日(日)～3日(祝)
　　(午後３時まで)

菊花の部 10月26日(月)～11月14日(土)

写真の部 11月７日(土)～10日(火)

書道の部 11月７日(土)～10日(火)

―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
1
1
1
1
－
自
自
自
１
１
１
－
1
1
1
1
－
―
１
１
１
１
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
自
Ｉ
Ｓ
－
Ｉ
Ｉ
－
－
－
－

市
指
定
の
文
化
財
を
紹
介
▽
「
宇

治
の
遺
跡
」
⊥
八
百
円
、
市
内
の

二
十
二
遺
跡
夕
紹
介
▽
「
宇
治
の

美
術
工
芸
」
―
五
百
円
、
国
指
定

の
三
十
三
件
を
紹
介
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
秋
の
歴
史
探
訪

　
山
城
町
の
史
跡
や
文
化
財
の
歴

史
を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ハ

イ
キ
ン
グ
気
分
で
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
８
日
㈲
、
午
前

９
時
～
午
後
３
時
半
▼
集
合
・
・
・
午

前
９
時
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
に
集
合

▼
コ
ー
ス
・
・
・
Ｊ
Ｒ
牢
舎
駅
↓
Ｊ
Ｒ

　
　
　
　
わ
き
で
ぐ
≫
■

ｉ
[
l
m
-
l

V
]

ｉ
ａ

棚
倉
駅
↓
湧
出
宮
↓
Ｍ
満
寺
↓
綺

原
神
社
↓
光
明
山
寺
跡
↓
高
倉
神

社
↓
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
で
解
散
、
徒
歩

約

７
　
５
＼
▼
講
師
・
・
・
元
城
南
高
校
教

諭
・
山
香
茂
‘
兄
▼
持
ち
物
・
・
・
弁

当
、
水
筒
、
雨
具
、
筆
記
用
具
▼
費

用
・
・
・
交
通
費
と
拝
観
料
各
自
負
担

▼
定
員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）
、
児
童

宇治川白

川線
10月25日から

に
は
保
護
者
が
同
伴
の
こ
と
▼
申

し
込
み
…
宇
治
公
民
館
（
豊
⑩
２

８
４
）
へ
電
話
か
直
接
来
館
飛

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
交
了
1
0
月
2
2
日
田
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
・
・
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象

…
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
（
入

場
は
子
供
の
み
）
▼
参
加
費
…
無

料
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
直
接
心
一

場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
中
央
図
書

館
（
豊
⑩
1
6
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
市
民
秋
の
見
学
会

　
宇
治
市
読
書
ク
ラ
ブ
協
議
会
で

は
、
歴
史
探
訪
の
見
学
会
（
湖
北

の
自
然
と
文
化
夕
求
め
て
）
を
行

い
ま
す
。

　
▼
■
＼
Ｗ
Ｕ
-
ｍ
!
月
1
3
日
面
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
半
▼
行
き
先
…

　
旧
立
場
林
道
区
間
改
良
工
事

の
た
め
、
十
月
二
十
五
日
間
か

ら
市
道
宇
治
白
川
線
の
内
、
白

川
地
区
か
ら
宇
治
田
原
方
面
へ

の
通
行
は
、
下
図
の
と
お
り
全

面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
路
線
を
通
行
す
る
皆
さ

ん
は
、
府
道
大
津
南
郷
宇
治
線

な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
迷

５
を
お
掛
け
に
蚤
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
通
行
止
め
期
間
…
1
0
月
2
5
日

　
間
か
ら
約
２
ヵ
月
間
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
課
）

お買物のめやす

消費者物価20（10月分

）

　この公表価格は、10月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に荼づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 平均
価格

価格状況
琵 最低価ts対酌月比 封前年比

灯　　油
18t店頭

　　円803 　％ 1.9 　　％▲24.1 　　PI900 　　円700･

18(配達 830 0．2▲26.2 900 750

ガソリン
レギュラー11現金
売り 122 ０ 3.4 127 118

ティッシュ

　ペーノf－

400枚入１箱

（ク'lネックス･ｽｺｯft) 150 2.0▲2.0 158 128

台所用
　　ラップ

サランラップ

30cmX 20 m 208 2.5A 4.1 238 165
アル

イル 25cmX 8 m 四 ▲0.6▲3.0 180 128

シャンプー 液体ポリ容器220C£
花王エッセンシャル 230 ０ ０ 230 225

洗耀用　粉石けん 2.4kg 914▲1.2 7.8 958 820

牛　　肉
すき焼用
中程度100 g 409 1.0 14.9 600 320

塩s-け 切身lOOg 296▲1.3▲1.0 398 152

バレイショ 男爵100g 25 ▲3.8 13.6 38 14

キャベツ中玉約Ug 233 30.9 51.3340 120

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 154 10.8▲26.7 189 118

食用油 日清サラr油
ボリ容器1000g 479Ａ 0.4▲2.0 638 338

しよう油キッコーマン濃口
ポリ容器入1I 264 4.3 5.2 33S 248

砂　　糖上白Ug 252▲1.2▲1.-6 278 238

小麦粉
日清小麦粉フラワー
Ug (薄力粉） 197 ０▲4.8 203 163

インスタント
　コーヒー

ネスカフェェクセラ
瓶入150 g　　. 928▲0.7AI2.5 948 840

み･　　そタヶヤミソUs 333 1.5▲5.7 358 238

食ﾉfン
普通品１斤
(スライスしたもの) 155▲2.5▲4.3 170 140

洗濯代 ワイシャツ
白の長そで 143 . 1.4 ▲11.7 翻 100

菅
浦
、
葛
寵
尾
崎
、
渡
岸
寺
ほ
か

▼
講
師
・
：
若
原
英
一
貸
元
▼
参
加

費
・
・
・
四
千
円
（
昼
食
代
を
含
む
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
1
1
月

４
日
困
ま
で
に
前
川
桂
子
さ
ん

（
酋
＠
3
4
5
8
）
、
小
畑
み
ち
よ

さ
ん
（
｛
３
Ｒ
ｏ
ｏ
t
ｏ
ｃ
ｏ
８
｝
、
井
上
吉

子
さ
ん
（
豊
⑩
7
5
1
7
）
、
桜
井

綾
子
さ
ん
（
豊
⑩
2
8
8
4
）
の
い

ず
れ
か
へ
。
集
合
場
所
な
ど
は
、
申

し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
柔
す
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
高
血
圧
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
‥
１
１
月
６
日
宙
と
1
7
日

叫
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
Ｏ
時

半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
保
健

所
▼
内
容
・
・
・
「
高
血
圧
の
話
」
「
ス

ト
レ
ス
と
の
上
手
な
つ
見
回
汐

「
高
血
圧
と
日
常
牛
活
」
「
孔
子
味

料
理
と
試
食
」
▼
申
し
込
み
・
問

^
４
１
１
Ｃ
せ
…
宇
治
保
健
所
（
豊
0

2
1
9
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

　
パ
ソ
フ
ン
初
級
講
座

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
６
日
倒
～
2
7
日

出
ま
で
の
月
・
金
曜
日
（
た
だ
し
、

2
3
日
㈲
は
除
ぐ
、
全
６
回
）
、
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９

時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
田
町
新
中

ノ
荒
2
1
の
８
）
▼
内
容
・
：
パ
ー
ソ

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
表
計
算

な
ど
▼
対
象
・
：
事
業
主
を
含
む
ｘ
一
一

社
、
商
店
な
ど
の
従
事
者
▼
定
員

・
・
・
1
0
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
受
講
料
・
・
・
六
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
ふ
Ｂ
せ
…
1
0

月
3
0
日
出
ま
で
に
城
南
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
ａ
⑩
0
6
8
8
）

へ
。
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

一 ミ ミ ー － ミ ー

8
7
宇
治
福
祉
ま
つ
り

1
1
月
3
日
（
祝
）
総
合
福
祉
会
館
な
ど
で

　
8
7
宇
治
福
祉
ま
つ
ぴ
が
、
十

一
月
三
日
㈲
、
総
合
福
祉
会
館

な
ど
で
開
か
れ
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
出
合
い
、
ふ
れ

あ
い
、
語
り
合
い
を
通
し
て
、

市
民
自
ら
の
創
意
の
中
で
、
豊

か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
未
了
。
お
誘
営
Ｂ
せ

▲印は減

の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
〈
ご
案
内
〉

▽
と
き
・
：
1
1
月
３
日
㈲
、
午
前

　
1
0
時
～
午
後
４
時
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福
祉
会
館
と

　
産
業
会
館
。

▽
内
容
・
・
・
パ
レ
ー
ド
、
作
品
展

　
示
、
模
擬
店
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

　
ド
・
金
管
バ
ン
ド
演
奏
ほ
か
。

▽
主
催
・
・
・
社
会

　
福
祉
協
議
会
、

　
市
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
活
動
推

　
進
協
議
会
。

▽
問
い
〈
応
ｔ

　
・
・
・
社
会
福
祉

　
協
議
会
（
き

　
⑩
5
6
5
4
）

　
へ
。
（
社
会

　
福
祉
協
議
会
）

782

交
通
災
害
・
火
災
共
済

　
予
約
受
け
付
け
中

改良工事で通行

止め

市民文化祭に参加しよ

う
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